









































定理 W を古典型 Weyl群，
Pw(x) = L xl(ω) 
wEW 
をW の Poincare多項式， 冗W(q)を代数関体 F上定義された Hecke環とする.
ただし qはFの可逆元で，q # 1とする. とのとき，
(1)冗W(q)がfinite型であるための必要十分条件はい_q)2がPw(x)を割り切
らないととである.
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